


今号よりしばらく古賀武夫ブックレット第２号『志と品格－光
り輝いて生きる－』より、古賀先生の言葉を辿ることにします。

平成11年８月、これは古賀先生にとって大きな人生のターニン
グポイントとなります。肝癌の宣告のあったときでした。

腫瘍が発見され、精密検査を実施するために８月12日に入院し
ますが、その２日前にネットワークテラ８月号の原稿を書き上
げます。この時点ではまだ自分が癌かどうかわかっていないと
きでした。原稿の中で古賀先生がお会いした人物のことを記述
しています。

「俺は癌の大手術で命を永らえ、心を入れ替え、ボランティア
で世の中のためになることに決めた。この一年、無給で、みん
なのために命がけで頑張ってきた。俺一人にやらせるな、この
プロジェクトは、みんなの問題じゃないか。みんなも頑張るん
だ。俺を殺しちゃいかんぞ！」とその人は言ったそうです。確
かにその人は世界的なことをやっている。しかし古賀先生は「そ
れはその人の価値観。その人にはいのちをかけるだけの価値が
あっても、他の人には無いことが多い」「また善魔を見つけた
思いである」

『善魔』はこの当時古賀先生が良く使われていた言葉です。『善
魔』とは何でしょうか？
「善魔に比べると悪魔はまだ可愛いものよ。悪魔は悪いことを
して人を困らせようとしているのだ。つまり悪いことをしてい
る自覚がある。ところが善魔はその人にはいいことをしている
ようで本当は困らせている。自覚が無いだけタチが悪い。とこ
ろが、善魔は悪魔よりずっとたくさんいる。例えば勉強を子ど
もに強要する親。自分は子どものためだと思って『勉強しなさ
い』と嫌がる子どもに無理やり勉強させる。子どもは楽しくな
いから勉強を嫌いになっていく。これは親の我欲だな。子ども
がたくさん勉強して、そして子どもにいい成績をとって欲しい
のは親の欲だということを判っていないんだな。」「他にもある。
いらないお節介を焼く奴がいるだろう。あなたのために、とか
言ってね、自分の価値観を押し付ける人。これも善魔。」「本人

がいいことをしていると思いながら、本当は悪魔のようなこと
をやっている人、それが善魔だ。そして、善魔はどんな人の心
の中ででも頭をもたげる。自分が『善魔』になっていないか、
いつも、気をつけなければならない」古賀先生はそう説明され
ていました。

古賀先生は「反省は勉強だ」と良くおっしゃっていました。何
かをするから反省がある。何もしない者には反省がない。反省
が無ければ学びが無いのだから、人間的な成長が無い。よって、
反省は何かをやったという証拠であり、人間的成長への大きな
勲章であるので、どんどんすべきだ、とおっしゃっていました。

ところが、大きな反省をご自身ですることになります。８月17
日、肝臓の腫瘍が悪性、つまり癌だとわかった日のことです。
『第一ラウンド敗北宣言』
「小生、よくよく、この四十九年のわが半生を顧みるに、潔く、
自己との戦い、人生の第一ラウンドの敗北を宣言し、家族友人
知人各位に大罪を謝す」という一文と共に八項目の『大罪』を
列挙し、それらの責任は自分の無明にあり、その責任はすべて
自分自身にあること認め、第２ラウンドが与えられるならば「こ
の因縁を問い、自己の心根を抜本的に改革し、幾許とも改善を
図り、もって、第一ラウンドより以上の成果を」もたらしたい
と文章を残しています。そして文末に３人の子どもに対して「わ
が失敗を繰り返すを欲せず。父を良き反面教師とし、大きく成
長し、楽しく豊かな人生を歩んでくれることを心から切望する。」
とメッセージを残しています。癌の宣告で非常に弱気になられ
ていたのがわかります。

しかし「反省は勉強だ」と言われていたことは自ら実践されて
おり、数日後から前向きに捉えられるようになられていました。
８月31日付けの古賀英語道場内情報誌「I AM GENKI」99年９
月号では「自分に起こることは、すべて自分のためになること、
その試練を乗り越えたとき、また一回り大きく成長し、皆様の
お役に立てる」と肝癌との闘病に対し、新たな心地で挑んでい
く決意を伝えられました。（そして、次号癌手術へつづく）

「ツイアビ～南海の酋長を訪ねて」を再読する 
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佐賀県協力隊を育てる会が
地球市民の会から巣立ちました



中国に青年海外協力隊野球隊員として派遣されている岩永清邦氏に 

中古野球用品の支援をしました 
 

素敵な笑顔の学生たち。支援を有難う
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